
＜講演会名＞古典解析研究会  " Schlesinger : 100 "
＜開催場所＞大阪大学豊中キャンパス理学部
　　　　　　E416号室
＜開催時期＞平成24年11月16日（金）

　今から110年ほど前に発見されたパンルヴェ方程
式は、「動く分岐点を持たない」2階の非線型微分
方程式で既知の函数では解けない6種の微分方程式
である。その中で第6方程式は、最も複雑な方程式
であり、解の構造を決定することは長年の課題であ
った。
　大阪大学「古典解析セミナー」は国内におけるパ
ンルヴェ解析の研究拠点の一つである。モノドロミ
保存変形の一般論を構成したL.Schlesinger の論文
から100周年でもあり、「Schlesinger :100」と記念
した集会を持った。本講演では、第6パンルヴェ方
程式の特異点の周りでの挙動の完全な分類とともに、
解のもつ極が複素平面上に螺旋状に分布するという、
きわめて興味深い結果について詳しく解説していた
だいた。
　なお、本講演の前に平成24年宮原国際研究活動
助成を受けた森田健君（情報・博士2年）が助成活
動報告も兼ねてq- 差分方程式の大域問題について
講演を行った。
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